
大豆の生産拡大

導入の効果

大豆作付により、農地の効率的な活用が可能です。

○ 実需者（豆腐・納豆メーカー等）より国産大豆の安定供給を求められております。

○ 大豆は、稲作との作業分散が可能であること、１０a当たりの労働時間が稲作の６０％以下と少な
いことから、労働力を有効活用した規模拡大ができます。

【月別作業時間のイメージ】

【年間作業量のイメージ例】

【国産小麦・大豆供給力強化総合対策】

（麦・大豆生産技術向上事業）

【令和７年度の大豆生産対策に係る国の主な支援策】

※上記の支援策について、5月30日に第２回要望調査が終了しましたが、
国予算に残枠がある場合、追加の要望調査が開始される可能性があり
ます。

園芸導入、複合経営に
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